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内モンゴルの地図 



内モンゴルの衛星写真 











































生態環境に関する政策史 

• 草と牧畜のバランスを調整する政策 
 牧草地の生産量を測定し、家畜頭数を制限する 

• 「移住扶貧」政策 
 移住により、脱貧困を目指す 

• 「囲封遷移」政策 
 牧草地を封鎖し、住民を移住させる 

• 「両遷双勝」政策 
 生活様式の変更、牧畜人口を移転 

 生態的効果、経済的効果 

2014/4/19 24 

2000年 

 2001年 

2002年 

2006年 







共有された未来像 
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生態移民村のS村 
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•2001年に建設 

•市中心から７kmの距離 

•最大の生態移民村 

•住民は338世帯、600人以上 

•最大で乳牛が3000頭超 

•国や自治区の行政担当者の考察 







乳牛飼育の構造 
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構造内の関係 
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生態移民村の生活：経済（収入） 
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ミルク（人民元） 飼料（人民元） 牧草（包） 

2005年の単価 1.74 0.68 6.5 

2009年の単価 2.4 0.92 12 

値上がった金額 0.66 0.24 5.5 

値上がり率 38％ 35％ 84％ 
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風刺漫画 
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乳牛：俺が先に満腹おらかてっなに前るげあに 

http://caijing.yinsha.com/file/200606/2006062409471141/1.jpg
























ミルク茶飲用の変化 

 

 

 

 

 

 
乳茶の飲用率 （n＝100） 

 

 

 

 

 

 

 
乳茶に使うミルクの入手方法 

 （n=48） 
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乳牛飼育業の破綻 

メラミン事件 
 ・2008年に、三鹿乳企業の製品から検出 

 ・ミルク運送者たちが不法な混入 

 ・三鹿、伊利、蒙牛等の22社の製品から検出 

 ・2009年1月8日までに、全国で患者数は29.6万人 

 ・メラミン事件後、ミルクの検査が厳しくなった 

口蹄疫の感染 
 ・口蹄疫とは家畜感染病の一種類で、もっとも感染力が強いウイルス 

 ・日本等の各国では、感染した家畜を処分し、感染した地域に徹底的な消毒を行っ
ている 

 ・生態移民村では検出された最初の事例は2004年 

 ・政府の不適度な対応により、口蹄疫の感染が広がり 
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凡例  ＊   ：直接の因果関係       ：背景となる地域内の問題      ：背景となる地域外の問題  

    ＊＊緑色：政策  赤色：現象  紫色：問題  黄色：将来に生じる問題   
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御清聴 

ありがとうございます 


